
史料紹介:

李朝碑文集　II

-李朝開国功臣関連碑文(1)-

Bえi Ttf li芭u:

T各p Vえn bia thM L芭II

- Bia Khai quoc Cong tぬn nhえLe d) -

はじめに

10年に及ぶ明との戦い(藍山起義)に勝利し

て1428年にヴェトナム葬朝は成立した。その戦

いには多くの人士が参加し、彼らは建国の後、「開

国功臣」として認定された。彼らは官爵や土地を

与えられるなど多くの特権を有したが、その中で

も特に責献大とされた者は、死後、国家より「国

朝佐命の功臣」として神道碑を与えられることと

なった。ただし、権力闘争に敗れた者や謀反の罪

に問われた者(多くは菟罪であるが)などにはそ

うした恩恵は与えられず、実際にどれだけの人間

が功臣碑を与えられたかは定かではない。また、

その後の戦乱などによりかなりの碑文が失われて

いることも確かである。

編者は1991年から2年間ハノイに留学する機

会に恵まれた。おりしもヴェトナムでは経済開放

政策(いわゆるドイモイ政策)が効果を上げはじ

め、学問の分野においても外国人が地方に赴いて

実地に研究を行うことが可能となりつつあった。

編者は留学先であったハノイ捻合大学(現ハノイ

国家大学所属社会人文科学大学)ヴェトナム研究

協力センター(現ヴェトナム研究・`文化交流セン

八尾隆生

・Takao

クー)や現地機関の研究者の方々、それに功臣の

子孫の方々の協力を得て、主としてタインホア(清

化)・省内に現存する「開国功臣碑」の文面収集を

続けてきた。しかし編者の怠位のため、公開を遅

らせている問に、編者に最も協力して下さったブ

イ・スアン・ヴイ氏(タインホア省社会科学図書

館研究員・当時)は既に故人となられ、フアン・

ダイ・ゾアン教授(ハノイ国家大字所属社会人文

科学大学史学科)も病床につかれてしまわれた.

収集作業はいまだ不十分な段階ではあるが、お二

方への感謝とお詫びの念が今回の公開の動機とな

っている。

ところで、今回公開する「功臣碑」はすべてが

「国朝佐命功臣之碑」というわけではない。後世

の子孫が先祖顕彰のために独自に建立した私的な

ものや、神道碑とは性格を異にするものも多い。

また、碑文の内容だけが家譜などに残って、原碑

文が失われているものもある。以下ではまず各碑

文の性格や情報源などについて述べ、その後原文

を2号に分けて公開するO但し、収集時間、編者

の能力に制約があるため、多くの誤写を冒してい

る可能性を否定できない。その点、機会があれは

補訂を行うということでご寛恕いただきたい。
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質朝稗文集Ⅲ　一繋朝開国功臣開運碑文(1) -(八尾)

功臣碑及び資料の来原

碑文対象者 建 立場所 存在状況 拓本 $ :? # 過去の公 開 碑 文の性格

玩放
N gh e A n 省 N gh iL pc

県 N ghi H crp 社
◎ ? ◎八尾 × 功臣碑文にあ らず

丁 種 . 丁 蒲 .

丁列

T haiB in h 省Ⅴ丘Th t県

Son g A n 杜
◎ V H N ◎八尾 × 功臣碑文に あらず

架康 不明 × × ◎皇越文選 ◎ 功臣碑文にあ らず

阪隻
T H 省 D on g S cm 県

D on g N inh 杜 .
○ × ◎家譜 P D D ′B X V 佐命功臣碑 文

鄭可
T H 省 V inh l C々県

V inh H oa社
△ × ○P D D × 功臣碑文にあ らず

鄭公且
TTl省 V Inh l C々県

D in h H ai杜
◎ × ◎八尾 × 功臣碑文に あらず

以 下 、次 号

要抄
T H 省T h o X u 且n 県

X u an T hi芭n 社
○ × ◎家譜 × 佐命功 臣碑文

杜大
T H 省T h o X u むl県

T h o LA m 社
× . × ◎家譜 P f)D 佐命功 臣碑文 ?

陳棺
T H 省T hieu Y さn 県

T h ieu 恥 m g杜
◎ × ◎家譜 × 功 臣碑文 にあ らず

略号:

TH-Thanh H6a、 VHN-Vien Nghi蝕du H血N6m. Trung tain Nghi芭m ctru Khoa Hoc X云hoi va Nhan

v独Quoc gia (国立社会人文科学研究センター所属漠晴研究院)

PDD-PhanD如Do五n (フアン・ダイ・ゾアン教授)

BXV-BuiXuhVy (ブイ・スアン・ヴイ研究員)

記号: ×-無し、 ◎判読極めて良、 ○-判読良、 △-判読困難

<玩岱>

ゲアン(又安)のギロック(宜禄)県出身。費

朝成立後、仁宗の擁立などで権力の中枢にいたが、

後に失脚。仁宗を倒して即位した廃帝宜民をカウ

ンタークーテクで倒し、聖宗を擁立することに成

功し、返り咲きに成功する　1465年没。原碑は

存在せず、ギロック県ギホップ社にある彼の廟に

は、彼に与えられた神道辞と、彼が子孫に残した

遺訓を刻んだ碑文が存在する。両碑文には聖宗の

光眉年間の年号が記されているが、玩朝時代の童

謡のための欠画文字が存在する上に、内容も後世

に書き加えられたと考えられる部分が存在し、後

世に再刻されたことは明らかである。碑文は屋内

にあるため、保存状態は良好である　1991年10

月に筆写を行った。

<丁遵・T蒲・丁列>

タインホアのラムソン(藍山)郷出身。三者は

兄弟で、葬制の母方の甥にあたる。丁超と丁蒲は

抗明戦中に戦死し、その代わりに丁列が重く用い

られた。阪規と同様に仁宗代には菟罪により投獄

されたが、宜民打倒に責献し、返り咲きに成功し

た。収録した碑文は、現タイビン(太平)省に移

住したその子孫の支派が建てたものである。建立

の年号は記されていないが、かなり新しいもので

ある。第-面の「事計諸尊陵墓以下」以下及

び弟二面は明らかに文字が異なっており、後
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代に加刻されたものと考えられる　1998年

12月に原辞の筆写を行った。又、ハノイの

漠晴研究院には同碑文の拓本が所蔵されて

いる。

<嬰康>

繋康は察利の兄費除の子で、季刊に従って蜂起

に参加したが、建国後は宗室を必ずしも優遇しな

いという賓朝の方針のため、やはり不遇のまま、

出征先の又安で没した。神道碑は現存せず、彼を

紀った廟の碑文の文章が『皇越文選』巻3に収録

されている。

<阪隻>

阪隻はタインホアのドンソン(東山)県出身の

武将で、葬制とは別個に反明活動を行っていたが、

やがて費利の軍に合流し、明の根拠地の一つであ

ったゲアン城攻略を献策するなどの功績があっ

た。ただし、李朝建国後は不遇で、 1448年に没

する。大和8年(1450)の建立年号をもつ国朝

佐命功臣確文、及び彼の茎はドンソン県ドンニン

社に現存する。また辞文については、フアン・ダ

イ・ゾアン教授による原文の紹介と翻訳が雑誌

『考古学』20号(1976)　に、またブイ・スア

ン・ヴイ氏の翻訳が『ドンソンの伝統文化考察』

(1988)<2)に掲載されている。また、ハノイの

歴史博物館にはこの辞文のレプリカが改装前には

展示されていた1992年11月と1995年12月の2

回にわたって、ゾアン教授が1970年代に筆写し

た文章を元に、原碑文で修正補足を行った。

<郡可>

タインホアのヴインロク(永禄)県出身。もと

葬制の家奴であったが功績により、重臣となる。

仁宗代に菟罪により1451年に処刑され、聖宗代

に名誉回復がなされた。現地には彼をまつる廟が

あるが、最近再建されたもので、それ以前の廟の

碑文と思われるものが現在の廟の裏の丘の中腹に

立っている。摩滅が激しく、 1970年代初頭のゾ

アン教授筆写文を底本にし、 1992年10月と1995

年12月に原辞で修正補足を行った。

<郡公旦>

郡可の子。聖宗時代に頭角を現す。開国功臣で

はないが、郡可の事昌を補えるものと判断し採録

した。碑文の保存状態は良好で、 1992年11月と

1995年12月に原碑の筆写を行った。

原文及びその見方

まず、各碑文の共通記号であるが、 `」 'は原確

で改行を意味している。 `□'は判読不能の文字が

一字、 4△けは複数文字(字数不明)あることを示

している。

次に玩隻・郡可の碑文であるが、上段はゾアン

教授の筆写文、下段は原碑による編者の訂正であ

る。下段が空欄であることは、筆写文と同じであ

ることを示している。 "◆"は原碑に文字があるに

も関わらず筆写文に欠けている部分のあることを

示している。そしてその下段にはそこに存在する

原碑の文字が記されてい~る。 "■"は原碑に一文字

空欄があることを示している。また、玩隻・郡可

・郡公且の碑文は出来る限り原型のまま公開した

いと考え(縦横が逆であるが)、~~左右見開きの貢

を利用している。そのため、左頁には"⇒"の記号

を付し、文章が左京から右頁に続いていることを

示した.

m

(1) Phan Dai Doan, Nguyさn Chich trong cuうc

kh血S chi血chong Minh qua di b'ch vえvh

bia, Khdo co hoc, so 20, 1976, tr. 2443.

(2) Oy ban Nhan dan Huyfn Dong Sorn (soan),

Khio sit Van hda Truyen thong D∂ng Sen-, 1988′

Thanh H6a, tr. 372-390.
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黎朝碑文集Ⅱ　-黎朝開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

<玩岐碑文>

第一碑

太師崗國公碑記」

公菖姓阪其賜國姓黎諒扱者諒含批武氏諦核世居尾州之眞福上舎畔社胡末兵璧流離之際撃家」

詣藍京辰方玖歳及壮従」

太祖高皇帝起義師輿其兄拝援渉山川衝胃矢石之際立成大定之勲順天元年突丑」

高皇帝臨崩顧命遺詔輔掠朝政歴相太尊仁尊道子承平己卯腐徳侯作乱是辰公雑居相位巳解兵権於」

倉卒之間無以制璧後唱大義壷誅屯般之真國家中興復有岡天之力　　皇上念功進封鳥閑國推」

忠揚武明義帝國佐理靖難中興功臣大原鎮堤騎上賂軍特進開府儀同三司入内槍校太倖平章軍」

國重事管領戴突中堅潮路鉉突左堅瑚聖上柱國賜金魚袋金符丑郡公賜國姓位絶席其　考贈太」

保亭郡公　批贈郡夫人妻妾菅有恩封而官其諸子未幾加封右相國太侍崗國公勲緑位秩各極品」

利之条公鳥人剛而明勇而義臨事能断親任天下之重故始終有大勲努於國家及其慮疾也中使奉」

命齋賜勅諭萱遺棄銭萱千貫問侯不絶光順六年十月三十日甲辰義子正短享齢六十有九歳薫苧」

嗟嘆桜朝三日厚頒贈物賜祭治装薩俵銭萱百貫耕於有司其贈太師崗國公特恩開国以来人臣生」

封死贈不断之祝褒柴之文無輿翁比援引前一日大臣皆合祭以其十二月十三日葬干眞福之地天」

在原従先登也國夫人黎氏誼玉燐封淑人男十六長詩師岡入内少尉蓼預朝政尉馬都尉次詩魂附」

馬都尉最武衛絃管同総知諸路事行順化道都総兵使司都総兵便三詳呟化州神甲軍同知都総兵」

使司都総兵使四謹伯傑奮武衛三輪國軍同知五辞縄桒行順化道三柿國軍同知都総兵使司都総」

兵使六詩逢時清華道都総兵使司都総兵使七註叔虞一局正監都総兵使司都総兵使同知人詩宗悼」

一局正監諒山鹿都総兵使司都総兵使同知九詩景清宣國衛都総兵使司都総兵使同知十註申達」

達信大夫十一詩福蛇一局正監十二諦有亮勲達街管領十三誇同文玉鈴荷管領十四諦仁賓巌勇」

術前所管領十五詩文征清華道都総兵使司都総兵使十六諌維新尚幼女八長玉喜次詩玉鰯嫁」

皇太子三詩玉明四諦玉泰五諒玉偏六諺玉縫七諺王環八詩玉梓倶適勲貴家孫玉杜以天層封郡」

上公主論調之女鳴呼公之事業知新徳澤末文磁石在其家庭勲望有光前世」

光願捌年給月初陸日」

賜壬戊科第萱甲進士及第第萱名中書令特授承旨兼祭酒　院直奉撰」

御前學生　　　　　　　　　場壁謹寓」

左珪脛経作局正伍長大智字　阪緑謹刻」
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第二碑

先祖遺訓」

余乃堤州道徳光府眞福聯上舎証人也本姓玩諦数生命丁丑世居海漬以煮旦翁柔少辰這」

閏胡之末父親早決従其兄汀撃家往従我」

太祖高皇帝於藍山辰余方玖歳　帝命教習許犬成知進止　裔嘉其龍愈益幸焉戊成年正」

月初四日　帝見明賊恋乱愈甚於是殺象喧血盟誓遂牢豪傑起義於藍山辰余年二」

十二　帝以兵符授余興兄洋期以栽力平賊十年之間輿同諸終身絞首戟杜若備嘗詳在」

藍山笠良明人蜂整頓消我国山河重復戊申年　帝即位大倉諸搭完封行裳以奈多有勲勢」

封鳥開國功臣諸顛故亜郡公共兄洋撃賊陣亡　帝加贈太侍尾部公護憲武府君順天」

六年　帝遺詔伸輔嗣　　太尊文皇帝日夜謀慮輿致太平造至　　仁尊延寧六年間」

有属徳侯黎宜民包蔵禍心砕睨神器率屯毅等夜辰給怒筑　寺子宮中腐徳侯碁位競」

覇天興辰余位居首相輿文武大臣唱大義誅屯般掃粛富禁奉迎」

皇上於藩邸登大音繕大統　帝珍念余之勲茂開済節励精忠進封島　国國推忠揚武明義」

輔國佐理靖難中興功臣太原鎖漂騎上井軍特進開府俵同≡司入内検校左輔右相国」

太博平章軍国重宰領管銭突中堅珊搭載突左堅瑚聖上柱國賜金魚袋金符崗困公賜」

姓黎　帝加増　顛考太保亭郡公益福勝府君　類批郡夫人妻妾均蒙蔭庇所生男十」

六女八男姿公主女嫁皇尊各極晶利之桑　　塁上勅賜功臣諒田及余新買田土澤池」

在各府願祉虚所置烏祭田及均分逐分留輿爾等永負産業今博等見其好宅肥田之富」

昔思及余技荊勢妹之努見其歌見舞妓之欒昔思及余臥雪枕弐之苦余見挙動唐之名」

絡終有敬業反逆之罪蘭等宜取竪焉曹彬宋之名格卒有應璋格壇之登爾等宜致之焉」

爾子孫有能謹守家法以孝収功是余之孝子令孫或有違惇競走争端帯等宜表奏干朝」

定坐不孝爾等同記吾言不可忘也」　　　　　　　　　　　　　　、

一線田共五千萱首参拾五畝至西山朝重行宕収」

一道買田土共栄百陸拾畝零今現存干計后」

一有遠州人於奉行征討平呉之辰収同具奏　効准烏家紋許居在同蕩私田土虔此田」

及牧人侍子孫世代香火即今富盆敵」

一有占城国人奉従駕征占之辰収同具奏　効賜世代負牧人許居泡汚私田土虔即今金塊村」

」

光順参年五月拾式日」

太師崗国公遺訓」

従事舎人掌書記　玩明徳」
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黎朝碑文集Ⅱ　一黎朝開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

<丁種・丁蒲・丁列碑文>

第一両

前黎洪徳丁氏三園公記」

丁氏之先清化瑞原翠檜人也祖穆恵大王王妃神渓都寺社人生雄國公公夫人乃黎」

太宗之妹生三男□勇絶倫以　皇家肺腑之親育應義旗参陪左右敢闘百戟大著勲努第一位」

封太師彬國公加封顛慶王第二位封太保定國公加贈霊感王第三位封太師麟國公加封忠」

穆王銭券丹書山河背礪國有史家有乗勲業彰然親其佐　太祖戊成興師以後鄭皐禦賊ロ」

水奏功何其勇也菅開設謀整除決勝何其智也蒐丹茶麟之勝可留草間之威才暑出入神様」

鬼運不詔脛給革昧天促楕忠眉間之攻彬國公不屈於彊虜哀牢之戟定國公効力於疆場天」

下問之莫不定悼麟國公叶輿諸功臣檎朱桒斬陳沿殺柳昇走沐最輔成帝業恵此南邦」

仁宗太和年被歳事得大臣鄭克復力救乃免宜民之難内有甥孫清國公呉秩漠國公呉蘭盛國」

公呉鴻美國公共膚等密質寡欲以活祉硬外叶諸大臣玩放黎凌等侶義誅好瑚戴」

聖宗晋封輔政洪徳元年陵駕征占二年卒」

聖宗親鳥文致祭焉史柄公以開国元勲歴事四朝再負中興第一功臣位望覿然白光順六年以」

後翁督格幾千年既大疑決大論帝篤信之朝野借重由此而知三公之功垂諸萬世故併記之」

以翁後人明鏡」

前黎聖宗淳皇帝晋封麟囲公制」

光瀬元年論定策功昔封丁國公開府儀同三司平章軍国重事入内太倖亜郡公制日量問有」

聖智之君必待賢明之輔相輿以大有烏有非常之才方立非常之功以克自樹於世君臣相得」

今古同然具官口早以肺腑之親出應風雲之会規鳴策應諒難弟以難兄廟算達筆放鳥相而」

負鼎進退之際休戚牧同貫一節於険夷忠貞日馬受南朝之顧命弼亮功多允烏杜硬之臣均」

屈釣衡之寄勲庸益茂温選喚胎錐青鬼昔昔構誌言之同極而赤鳥几几知徳音之不猥蓋天」

惟欲治平於理豊能久屈況以頃這否運忽然禍起蒲踏嘉爾忠貞負時柱石一旦侶復任之義」

再振皇綱三軍同左担之心意活大患克登灰辟宜茂灰官於戯決大策済大事賓今古之所難」

以一徳輔一人尚始終之無間欽予時惟乃之休　　　　　　奉計諸尊陵墓以下」

國太夫人丁氏玉鐙陵を喬神村卯亦虔式畝禁地」

廣淑太長公主陵を安福村柴木拾式禁地」

國公丁太恵陵在嘉合材宜虔萱畝或高柴木禁地」

-　芙蓉太長公主陵在諌議村卯議虔蓼畝柴木禁地」

(注)「奉計諸尊陵墓以下」以下は後代に加刻の可能性大
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第二両

丁家世次及諸尊位陵墓井前朝準拾祀H虔所計鎮子左」

先祖考丁宗活前黎朝贈封穆意大王祖批神渓麻布奇辻人生下」

祖考丁宗仁贈封太尉雄國公租批黎氏王政封國太夫人生下三男」

長男丁種黎朝贈封平呉開国推忠賛治甥運保正功臣太保彬國公奉拐國珪洪琵元年加増太」

師後加封顛慶王陵墓在藍山美林研正月十三日忌比婆氏玉柳封國太夫人陵墓在藍山芭茶村」

九月十八日忌生下丁功忠丁功烹丁功泰女子丁氏玉音配洞漢人裕王呉懇篤生」

聖母呉氏奉侍　黎文宗皇帝挺生　黎聖宗淳皇帝」

次男丁蒲黎朝贈封平呉閑國功臣太保定圀公奉錫箆娃加封亘惑王陵墓在英元踪福田」

祉正月十六日忌批黎氏玉慮封國夫人陵墓在藍山菜秀村三月十六日忌生女子丁氏玉珪」

奉侍　黎太祖高皇帝」

季男丁烈黎　聖宗皇帝奉匪靖忠濁節胡運宣力功臣特進開府俵同三司入内お役平章」

軍國重事兼内外兵民詞訟上柱国陳監銭軍中晶奉御太師麟國公車馬國姓加贈明義叶註」

同徳功臣兼太子太師加封忠穆王陵墓奄美林冊十二月十一日忌批黎氏王富封國夫人陵」

墓在石内杜生下丁功突丁功飲女子丁氏玉枚　前黎功臣丁派孫姪黎功条黎功俵等欽奉」

勅旨奉事篤祐殿」

聖母皇太后及諸尊位井四陵所等累累欽奉准給祭田在安老敵地分内殿柴木玖畝土宅」

在諌議村篤園庭陸高校議参高及在福慶社二村布同内赤軽国等虔安田拾参畝各」

共内殿土居及田式拾式畝玖高子孫認以耕居脩作殿堂奉事逓年生辰忌辰四時八丁

節等穏奉事如儀」

<黎康碑文>

武穆公南界廟碑玩如堵奉撰　　　　黎文

崩在天線瞑枚皐辻

天佑皇家費之良弼質武功於乾坤草昧之初弘治化於万国安寧之後勲費存於社硬威堅振於殊俗恩信結於

人心者武穆公共人也公

太祖高皇帝仲兄之子也公克之十八年其嗣子入内大行遣門下省左司左納言知南道軍民淳籍臣景瑜奏言

臣之先巨魁歴事

○三朝位列格相生有桑稀死有益競始終之寵盛臭然臣追念先臣昔日経理叉安之地以宣教

○皇化民至干今思之不能忘立詞於南界海門以奉事之巨費無帽似同未有碑文以記其亭惟

○陛下哀憐之仮寵於宗室之臣以易其子孫

○詔可其奏以命詞臣撰文臣如堵職兼詞翰不敢以洩拙辞維公生有畜表鳥人雅重寡言笑里見巷婦外及夷

秋成知其名辞初従

太祖高皇帝定義師左索鞋右根調出入行陣経費四方則古館字除暴乱恢復都邑宣忠底韻庶惟葱哉累受麟虎

衛上絡軍行軍総管入内少尉侃以金符頗天三年
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黎朝碑文集Ⅱ　一黎朝開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

○帝以國家甫定蟹方末附而化州苦境介於占國非有重臣制閻則無以暢

○皇威壮菩国道煩公行雄節所過吾民衆貌者相輿言日化州得此良翰南陸無事央公至罷斥候撒厳苦惟務

招輯流移動課農桑訓練士卒慣固封守政巌而和民敬而愛海道日以澄清而占人日長共成慕其義昔日嘗掠

我邊民数十至是以彊遣掃近道守播及修頁介使往往訪公所在存問安否其威徳閲干夷秋者錐宋韓埼蒋仲

掩安撫快西而西荒性之涌歌其賢者亦不過此四年召公還征太原公乗節治戎出征入衛有螢有勤

○帝採器量其能以翁可屠大事裳御抱金符六年召公使殿間以建立

○皇儲遂定策焉賜金符題目公瑾投亀

太宗皇帝即位拝入内司馬参知政事順化哀牢之役公之螢勘居多進封入内都督蓼預朝政後以事落職

仁宗皇帝太和元年復拝入内少尉知叉安府又安之民素巳知公之名仰公之賢及開公衆莫不挙手加額歓呼

相慶自書民望公久臭天其或者今日有以福吾民乎数年之間政平訟理歳稔民族項歌公之徳政者田子街巷

蓋公平易近民而民悦之故也三年占主賓該匪茹匪度売我化州公領兵赴援一鼓而大破之封入内参預朝政

復留銭叉安以其賂有平占之翠也明年命絡出師公以其本兵率先啓行既渡海初臨賊境賊之守格見我師約

束良明部分整粛知公之軍侍呼臼井軍者非司馬公平公免官示之賊下馬羅拝投銑方物而無輿争降是以公

之所向賊必望風奔潰曾無堅敵卒能用長櫻繋降王振旅而還捷書縁奏而公中途病壷遂義子南界海口龍唸

山下南征粁士皆患感泣訃閲九重震悼綴朝三日勅有司吊葬贈入内都督註日忠飲後加贈入内検校司空平

章事改註武移既葬之後父安之民思公遺徳相衆謀日武穆公布呈上徳以撫安我民裁定外患拝衛我國功之

大徳之厚富民其可忘耶乃於公即せ之虔廟而祀之凡遇早蕨疾疫国不致路椿則有應然則武穆其可譚有功

於民者臭夫古者有功於民民必思念之不巳則必立廟建碑以寓其敬愛之心孝之先誌羊叔子都督裏陽徳信

.及於民死之日印硯山建碑立嗣歳時享祭秋仁傑刺史寧州撫和戎落得其堤心郡人勒碑以額又遠敷州政不

努民民愛仰之復翁建嗣況公之生也忠勤可以定國恩愛可以澤民威堅可以服遠別其没也千古精霊之気漠

然若存昔時嘗受其賜者即其事而思其人思其人而感其徳豊不愈久而愈不忘乎於戯政之菩而能侵入不忘

者法國可古人既往而能追念其徒者事亦可書

○國家重此二者以表見於後世激属於人心其関係於世教大兵量特示寵於武穆公一家而巳哉是尤可書也

若夫公之行状勲菜官次子孫具見於神道碑玄不復書

光順四年芙未五月初三日桑緑大夫門下省左司左謙譲大夫知北道草民簿籍兼翰林院中書省臣玩如堵奉挟
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<阪隻碑文>

圀朝佐命功臣之碑」

推誠保政協謀功臣姦江鎖輔國上洛軍特進入内都督参預朝政行軍紀管下南莱街詰軍事上柱國賜⇒

正 =>

天生聖君撥乱反正除乱救民閑佳萬載之太平必有佐命之巨同心同色寂力相須以成莫大之功夫豊偶然=ラ

=>

太祖高皇帝應天順人奄有苗字普草昧鐙昔之際手三尺以定風塵奔走先後之臣兢附票侮之士出應大有⇒

[]

.t-tt■.・-lllh・-tlllllllll1.--tt■.tF.--・--.一一---.・..・.-.・-..--.・.一一・...-...-・-...・-・-.--.一一-.--ttttt.・1-1lll.・lt-

=ラ

道時則有若東山黎公知天命之所在試帝王之有眞乃決志従訪契烏之用雷此之時非徒君之揮巨而⇒

=ラ

張公出没狙撃以故東山一邑賊不敢縦兵哨掠其参政梁汝第用計招誘餌以大官公退去不従」

」

帝養晦藍山以書潜諭公即殺牛義士出戟古魚壁汝第敗走迄授条緑大夫麟虎衛大路寧尋又杖策謁見賜⇒

ロ　　　　　　　　　　無
=>

tt--tt.■1-1.-ttt---1........-..----.一一.・.---...--.一一.-.・.--.--.-.一一...--.-..--...-・...-.・.--.■.■-.----

麟虎衛上格軍◆閣内侯貴官田萱百畝時駐普辞任公在黄◆桐阻遠賊常来攻乃撃家局及格士妻子⇒

爵　　　　　　　　　　　　　忙　　　山　　　　　　　　　　　　　　　　　=さ

.-.--lh--一一.-,_‥..一一.一一..---..--.一一---.・.-..一一一一ここ‥.・.-.-.一一--...-...-..-‥・.-..-.・.---1---.■.tt■.

帝嘉其証命領載突右衛同総督諸軍事又移昔催忙菜岩哀牢力強来襲我軍公胃刃音不顧身匿入内少尉∵⇒

ロロ　　　　管　　　　　　　忙菜口　　　彊　　　　　　　　　　　　　　　　=>

dllll1--t■tl.tt---.・.---..--.-..---.・.一-一一...-..-.-..一一一一一一一一・=・-..---.-..--..-..--=====...-..--こ-.-1-.-

結陣公衆隙撃走而賊絡馬麒山壽造裁庶路公設伏斬賊格礪貴休兵霊山握絶」

ロ　　　　　　　　　　　露　　　　　　　　　　　　ご」

-.-t.-ttt-1-...--..-...--..-..-.・.一一一..一一..--...一一..--..-..-...-..一一..-一一.--..-.・.--...-..一一‥.・.-..-..一一一一一二=こ.-t【.-.-

帝殺象響努奉命捕亡賞賛優渥英卯春師阿藍旬」

」

.------●-一一...一一.--....-...一一-..-..-.・.--..-..・.-.--一-一一一二===-.--..-.-...-..-....--.-.・.-..---.一一-一一　　~tt-.-tttt一

帝開群臣婦何往以園國事公従容封日臣嘗歴渉叉安熟知険易宜入提琴彰砦順則撫之逆則取之徐出東⇒

=>
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黎朝碑文集Ⅱ　-黎朝開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

金魚袋銀符亭侯賜國姓加贈入内検校司空平章事註貞武黎公許隻神道碑銘井赦」

」

哉洪惟我」

」

翁之運君臣相得魚水一堂是以東征西伐盃應後志曹由駕駁之壷其才収茂之得其」

」

巨亦拝君也公之鳥人寡言笑篤厚至誠偶保有大志不事産業時大明呑併我國虐焔方」

□　　詞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

爵上智字着侯服彷岡本踪撃賊有功授本府都大府管総督軍民撃破黄山賊砦加授」

服侯　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

領北江翌朝軍諒山鎮招討使賜金魚袋銀符関内侯壬真冬友牢又於供だ葦時立砦」

金 忙　　　　」

右則国事可成」

」
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帝従其言令領路先襲多玲壁行至蒲勝賊諮師祐布軍浦野一戦而敗徒披虎攻破琴彰◆砦直抵可留開成=>

□ロロ　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山　　　　　　　⇒

椋建威軍累次出奇應彗以一昔百収兵伐謀南路之堅城既陪統海直接布致之古里臨空是年冬」

ロコロロロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　」

帝出東都留公守又安城賊出陣旋召総知供上下新興三路革民事賊兵方在刀競市若等城校場培厘等虔=ラ

口 =さ

開之関東開城出降順天元年戊中春匪公保正功臣入内少尉尋加参預朝政毘征服惑有功芙丑夏以=>

復　　　　　　　　　=)

琴貴琴軒其地◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆接連占城而守備慶弛壁垂頼類下⇒

悉平除大原鋸宣慰大使特叉安新平順化等府其地

Illl-　　　　　　　　　　　　　　　　　__　　　　　　_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　~-　　　　　　　‥-

皇太后垂簾徳政英亥夏公来朝」

」

-.........=　:　_　_　_　__　一　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　一　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　--　　　　　　　　　　　　　　　　　~~---

上嘉其善邊之略陸銀青光緑大夫同総管金吾存知新平順化府軍民事関内侯賞賜名器甲子夏占主責該=さ

=>

潰公縦兵追撃象馬僅死而賊猶園債倖詞彼週我草心弛放又領水軍来襲公先知之以水軍潜伏檎其⇒

必　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=〉

llllllllll-.t-ttt-1-tttt-ttt-tt-.--.-.--..-.---..一一...--..-..-・.-L-.-...-..一一..-..-...-一一一一一一二~..・.--...-..--こここここ=‥ttFl-lhlll--

少尉己丑夏責該復傾国入定其夜暴風大雨江水産溢乃以水軍大重殺賊賂殿施那婆底獲賊船二百⇒

=〉

-■--1-ttthl.tttlt.-1--..-.....--..-.一一-..一一-..----.-‥-..・.一一一一..-..-.-..-..-.一一.---..---‥ttt--.-

把賊軍大潰乃巻席長駆追至顛唯築榔戟路寅該縁山諺木僅以身免公分軍渡海拷攻大占城停絨無⇒

□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒
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黎朝碑文集Ⅱ　一黎朝開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

措方政等領軍並進公陣前奪捕虜衆瓦解丙午春軍子宮雷江口公以叉安北軍及天」

」

公日夜急攻悉皆掃蕩丁未冬賊賂沐最由梨花来援公遡江迎戟一鍍無遺賊絡王通」

梨　　　　　　逆　　　　　　　　　」

事離職尋擢桑緑大夫単騎賂軍紀知中北江衛諸軍事紹平二年乙卯秋攻王威州生揺」

」

草之初整揃器械汝築城池練習士卒蓄積程儲縦使間諜措置得宜大賓三年壬戊秋」

」

親率兵象海船層化州城時援兵未至革士寒心公霜田守日夜鎚城出戟身先士卒餓」

」

井盤級痘茶苗模造獲賊船縁曹溺死奏捷退官窟詔褒美以翁萬里長城隆保政功臣入内」

斧　　　　　　　　　　　　正　　　　」

鎗患寅該宵遁公分軍以宣撫使玩遼守城自領兵追獲王舶載船不可勝敦殺其格耽収」

逃　　　　　　　　僚　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

算匡推誠保致功臣鎖国大路軍兵進入内大司馬参預朝政行軍紀管柱國字競侯以此貌」

正　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」
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之鞋古所謂収滴博雲間之戊奪蓬婆雪外之城典夫夜半入寿城捨呉元済看貫以加臭丙寅春朝庭以∋

廷　=さ

王孫左貴東等径入間盤生檎責該惣成既功同京奏捷加封推戌保正協謀功臣苗江鎖積田上格軍特=>

ロ　　ロ口　　　　　　　　　　説　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

其大由子立志之堅見事之早運普之密應衰之速故能以忠義感格士徒化慣達人守絶域◆孤城作-⇒

乎　　　　　　　　□　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　之　　　　⇒

朝庭而烏天下之所景仰者豊有他哉一至誠之所登也読者眞塞無妄之謂也証於事君別君賞其忠誠⇒

廷　　　　　　　　　　佗　　　　　　　　　　賓
=ラ

河鳥之失除誠乎誠乎其萬事之根本乎侍日誠則形形則著箸別明明朗動子思子董欺我哉戊辰冬十⇒

□　　　□　　　　　　　　　　也

ll■.-.--tt-tt-.・.-..---..-.・.-.-.一一..一一-..-.一一.一一..一一.一一-..・.・-.ttt..ttt..ll.1lh

=>

上悼惜桜朝馴曽有司具葬儀命入内都押街参預朝政黎秘諭祭加贈入内槍校司空平章事註貞武給太常⇒

[コ

-tt-ll.lllll-lt-ttPll.-lllllll-t-tt---..-..-.--.--..-..一一-...一一..一一...-.・.---.--thttt..tt■.ltt-tPlll.・--

=>

生三男仲季早天長別公也公賢夫人故人玩氏彰有男日公正鳥武節大夫御前火筒隊隊長雲騎尉上⇒

□

ttt-1--1ロー・.ll..ttt--.--.----..・.-..-.一一.・.-.-...-.---.・.---...----...-..・.・.-...一一・-.-..--11111111111-

=>

詔撰詞乃鳥之銘日　　清欺」

田口」

ttt-ttt-ttt-一一-.--一一.1.......--..一一..-...-..---..-.-.一一...-.一一...一一.・..・...-..一一--.・.-・-・.一一.-.-...--.-...一..・.・.■lt.1--llll-.-.-

高皇　　　　　　　　　　　　徳合乾副　　　　　手提三尺　　　　　奄有高方　　　⇒

=)

帝郷　　　　　　　　　　　　杖策従瀞　　　　　魚水一堂　　　　　公菅既武　　　⇒

=〉

・11111111-1.-tttt■tt■..t.-.・.--.lH.-.--...-.-...-..--.・.-.---.・.--一一　　一..一一一.・..・.------..-...--..-.一一..-　　　:　　　-一一-ttt--

蜂毒茶苦　　　　　一網無道　　　　　邊琅鼓舞　　　　　羞玄占冠　　　⇒

=〉

tFl-一一ll・-lltt--一一.・.-...----..---..・.-.・.-ここ=-....--.一一-..一一.一一..-一一F二二一.--.・.-.--...-..-.一一--.---..-.t.t■--t.-ttt一

拒玩紺皆　　　　　義気摩空　　　　　勇力百倍　　　　　嗟嗟貫該　　　⇒

□□□　　　　　□□ロロ　　　　　ロロロロ　　　　　ロロロロ　　　⇒
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黎朝碑文集Ⅱ　一黎朝開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

占城屏冠茶毒邊眠出師問罪公領前鋒撃賊於昇華思義等虔輿部将計議算無遺策誘得」

」

進入内都督参預朝政行軍総管下南策衛諸軍事上柱國亭侯銀符鳴呼公之功業如此」

」

方保障功名満邊都事業満」

」

於治民則民感其憲以之御衆則恩威相済而士卒得其死力以之撃賊則勇気百倍而闊」

」

一月二十六日公以疾義子其第年六十六」

」

寺祀己巳春≡月初二日葬干本郷之成澤公曾祖姓駈辞拝祖批玩民話挑父譚僚批黎氏薛穏」

」

僚正目占岨鳥人侍學生上僚渡女目玉璋　　　己巳秋其子公正奏乞立◆以永其倖臣◆舜愈奉」

碑　　　　　程　　」

時惟黎公　　　　　　　爵翔」

」

聞知鳩虎　　　　　　高貴宜元　　　　　　黄誠授首　　　　　　狗噴喧邊」

」

祐陵設檜　　　　　　　国我邊城　　　　　　惜終岡悔　　　　　　公運奇謀」

」

昏惨無知　　　　　　敢誓大邦　　　　　　累次攻国」

□□□ロ　　　　　　ロロロロ　　　　　　ロロロロ」
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帝赫斯怒　　　　　　　　　命格出師　　　　公領前鉢　　　　渡海如飛　　⇒

ロロ

----..--.--.--.....---..-..・..-.・.tt-tFl-4t--

=さ

一念至誠　　　　　三朝良佐　　　　　功絶旋常　　　　　澤淀天下　　　⇒
=さ

天不慰道　　　　　　　　　程朝酎曽　　　　伏賜葬儀　　　　易勝健惜　　⇒

ロロ　　　　　　　　　ロロロロ　　　　ロロロロ　　　　ロロ田口　　⇒

lllll.1-1--.-....・.-------...-....-・..---..・.-.・..・---

帝念功　　　　　　　　　　　　復普減冠」

ロ　　　　　　　　　　　　　　ロロロロ」

聖澤普施　　　　　　　　　　　幽泉渉海

口ロロロ　　　　　　　　　　　ロロロロ

-.111.-tF--...-.-..-..-.-・.・.・.-..--....---..-.・..-..-.tt-tt-tF-

詔撰詞　　　　　　　　　　　勒頭重後」

」

---------------------一一------------‥　-害-

太和八年庚午孟夏上帝日宣事大夫人内行遣翰林院翰林承旨學士知三舘事兼知入内近侍諸局入侍綴⇒

大

ttFF-tt-.--...-..・.-.-.・.・.・.-.-..-..-..-.・.-.-..-.-.・.-..--一..lttlt.ltt-

侍　　　　　　　　=>

ltlllllll.l・-1.....-...--..・.一-...一--lt-tt-ltttt.tt-

勅撰賜進士第中議大夫中書省黄門郎雲騎尉列郎臣玩党奉書　御前學生令書家臣臣杜全老奉笈怒日
金　　　　」

一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一二真一-一一一-喆ー-

御　=>

=〉

一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一---一一一一一一一一一‥‥~一一
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黎朝碑文集Ⅱ　-黎胡開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

檎王奏捷　　　　　　取成定覇　　　　　　方故勲螢　　　　　　娃挑聾償」

」

召同寵賜　　　　　　　董我戊師　　　　　　　遽売千位」

」

香杏何之　　　　　　其子公正　　　　　　樹碑願奏　　　　　　惟」

」

逆上軽率都尉◆上智字臣程舜愈奉」

大　　　　　　　　」

前左斑凝経作局侍衛人火上僚珪臣玩天緑奉刻」

」
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<鄭可碑文>

△△△△△△口□□□」

烈堂碑銘」

大南生取之帝必有□之臣以輔學大業□□◆◆◆◆◆◆◆山河學萬古口ロロ◆◆◆◆◆輿◆⇒

△△反正　主　ロ　　　　　ロ　之業以弼不世之功音口　　輿　　誓其始終出入路相　■=ラ

侶見前間口於我朝得口揆面済之曹木周勃漠之東京之礪異駄弁異漠典夫唐之李靖尉遅敬芭段⇒

△△△△△△　「朝　　西浜　　口　　□□　□　　　　　呉　　　　　　　　　　　　　=)

lllllllllll-tt-----4lllt.---..11..F.-..-.-.・.一一.-1-..-..-...-..・.-.-...一一...-.一一...-.・.一一....-.....--・----.-ttttthltt.ltttPtttFl.llll.・lllll-.t-tt■.-

今□之着神人然世不□□時◆有得◆◆◆◆人莫助之若推誠質治◆◆静註功臣大原鎖琵騎上⇒

ロロ　　　　　賢　□　　我保國之受　　　　　　　揚武 =>

國◆□魚袋金符國上侯腸國姓黎公□世鄭氏程朝時其祖ロロロ役有功及其先人陰徳弗昭胡◆⇒

賜金　　　　　　　　　　先　　　　　　　■禦　□　　　　　　　　　　氏⇒

而於時南口絡降大任於折人心用其賂□開」

□奴□□天　　　　　所　必田　口　」

.-lllll-lltt-.----.-----..--.-...-....----=　　　:　　　-ここ=-.--.・.-..------.一一-..--=-

太祖高皇帝藍◆◆山口ロ之志□公亦知帝王日有眞逃難ロロロ而委□鳥臣◆◆膏亦灼見公有播帥=∋

□ロロ　　士口有　珠　　　　　　　就　　　質　　而■　　　　　　　　つ

.--llllllllltt-.-1...t●・.-・.-----.1--...-..-..-..-.・.-=--..-,一二二=一一一…・.-...--.一一-.一一..----..--.-..一一一一一一一ニ二二ttt---.-

前従叉安演州西京東京◆努戟◆◆有功裳従日月中天論功盟府加金紫光線大夫◆鱗虎衛上⇒

洲　□□⊂忙訓コロロ　　及　　　　　　　　　　　　　左麟　　　⇒

------..一一一--.--.---.一一一-二二==・.---.‥一一-.-------一一一一一-‥一一‥-一一

之間朝日月之下人□□口内及東西南北四道耶太監内外諸軍事代伐耳目兼◆宣光鏡招討便環⇒

都　　　　　　　我　　　知　　　　　戎=3

-lt-1----..----..-...--.--...-----.--...一一一一一-一一一一一二=----====...一--.一-..---一一二二=-

ロロロ行軍総管草ロロ諸軍事◆◆領戴突後聖瑚軍兼之御前裁突毎隊時哀牢盤昆姑新立其臣⇒

於加　　　　□　　　　同管　　　　□　知　　　　　　　　　　　　　　⇒

--------.一---------------------------一一-------

高帝◆革命公領兵出征而出奇制勝◆賄居多遂定見姑残軒頬凱旋之目　上美其功匪保'正功臣金紫一

口ロ　　　　　　　　　ロ略　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　⇒

----------------------一一一一　一一---------------一一----

太監内外諸役柱因賜金魚袋銀符烈侯其制詞◆◆仁睦三江三通鳥之胴落梨花冷水沐最念之魂⇒

有田　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　⇒
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黎朝碑文集Ⅲ　-黎朝開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

---tt■...・.-..・.-.---..・.--...-.---....-.----..--一一...--.・.・..・.1--...-..----・..-th.-.--tlll---

國家同其休戚夫豊無白雨◆耶蓋有以也遡貌往謀」

然　　　　　　　　　諜」

-tt■.--...一一..--..-....---...-..-..---....-..---.-.-..・.--..---1-1-1--4tt-ttt.1.1tl-.--

志玄功偉績勒之金匿石室大羽長銀分之雲墨染燵至」

□　　　　　　　　　　　　　　」

llllll1-tlllt---llltl---.-.・.・..--.-...--.一一..-....----.---・-..-.---..-.---.・.・.--ttt-1-1t--lll-

将軍特進儀同三司入内検校◆◆◆◆軍国事太監諸役上柱」

大尉平章　　　　　　　　　」

tP--lllll.tth------..-..一一.-..--..--...一一-.-..・.---.・.・.-.-一-...-一...・.一一....-.・..・.----.--llltt.

◆◆明國侍彊郡麻南土公之父母遊惑乱兵所害而公　被掠」

失徳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亦　」

thlll-ここ=ここ=-tt-ttt-tP-.一一=-..--..・.-..-....一一一-...-..-----..-...--...----.・.lttt..ttt----

-tt--lll-.ttt-ttt--..------..一一.・.---..--.-.-.....--.-.・...----..---.・.■tFl-1-h--ttF-

之才有公之輔之器遂任◆騒馳授◆太監而使之」

以　　　以　　　　　」

.---_　--.・.-.・.-..--.・.--..--...--..-.-..--.・.---..一一-一.--...--.-..---llll■ttt--

終車賜金魚袋上軽車都尉銀符周旋禁闊寵呑益深鍋終帳依」

鯵　」

=tttF--t.-...--こ一一一こ--..--..--.・.---....----...--　一　一...-..・.一-...-..一一....一一一一一一ここ.■.tt■.-lllllllllt一

衛周慮夙宵匪悍有王陵大亮之岡所謂腹心爪牙維公兼之」

虚　　　　　　　　　風　　　　　　　　」

.一二ここニ　ー‥・-...---=一二二==.・.-.・.-..-.---..-----‥.-..---..---.・.-.-.-lr-

村頼有不臣之志昆姑進象納土靡翁子以求援」

」

光線大夫梁江鎮冠軍井草入内少尉参知海西道諸衛軍事」

□　　　　　　　　　　　　　　　」

消宣茹其前功負公輿文巧領兵振雲南之兵是時維公末専節」

蛙　　　　」
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ロ而然勝成功時譲賓規於公自此　聖□日加柄任日重刑鼎道成鳥鼓弓恵◆堤盛清不安千位暫⇒

制　決　　　　　仔千　　　　春　　　　　　　　　　□公　　　　　　　⇒

◆陵任御前任宮人以公　先帝所親任◆授菓椋大夫行軍総管海酉道草騎街諸事事管領栽突後つ

□　　　　□　　　　　　　復　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⇒

政事◆◆出入疾至大漸公停車湯薬不離護梓宮◆還都道ロロ星駕千度瀾拝◆紅日於黄道翁三つ

大賀　□　　　　　　　　　　　以　□　　　於□　■　　　　　　⇒

-----------------　　　-λ-1--真---　　　-ここ=一　　一~害--

奉止赦政ロロロ以公勲□□信重◆時加委任◆隆公推読佐便揚武功臣義山鎖鎖国上洛軍特進入内⇒

今上初　　朝　　　親　臣特　　又　　　　理　　　　江　　　　　　　　⇒

-------------------------　　　　---------:‥--

□入御□□□大邦翁仇ロロ負兵両度功園化州城　皇仁如天不忍◆◆生□被其茶寿命公提偏⇒

△△△△△△　　　　　　　　　攻　　　　　　　　　　一方　　　　　　　　　⇒　-

-----------------------------------------

□□公◆人尿耐□◆◆◆輿左貴来軟血郎浦使拾貴該乗降而立貴東急王卒城取成定覇之功師還」

△△　先　　　口ロ又□　　□　□　検　　　　　　　　成　　ロ　　」

----------------一一---一-----------------

△△△△△ロコロロ△△△△△自致而公猫致美子君而推木其祖先之飴慶勒之鼠径以語子孫◆垂⇒

以　功　　　　　　　　　　　旗本　　　　　　　□　　　以　⇒

一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一　　　一一-一一一一--一一一---一

口ロロロ　ロロにロ　ロにロロ　ロロ田口　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロヨ

水　法　　生異人　有如　　興戴益　　鳥佐命臣　梨花冷落　書不顧身:⇒

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一--一

口ロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロ⊂ロ　ロロロロ⇒

在御　大駕時　　疾弗帯留　大漸之辰　公扶　駕　喪珪窮親　拝日登天〇

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一-一一一一

口□ロロ　ロロロロ　ロロロロ　コロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ⇒

以狙　飲干大所　　戎榎晶　復以殊恩　公不日居　節子先人⇒

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ　ロロロロ⇒

古今絶倫　公其　　竹島楊　　雑　粉陽　福緑孔巌　公　大⇒

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

△△△△△△△△△△△△　=さ

=>

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一一一一一一一一-一一一一一一一一一一
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黎胡碑文集Ⅱ　一黎朝開国功臣関連碑文(1)-(八尾)

出展諒山銭宣慰大使衆口◆鳥南策下衛同総管」

未幾復　　　　　　　　」

翌朝軍太監御前之軍知御前銭突中軍諸隊事旋加入内少尉蓼知」

六　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

朝◆◆維公有之以此加保正功臣金紫光線大夫入内司馬蓼知政事」

元老　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

都督平章事行軍同都総管西道諸衛軍事太監諸役上柱國」

□」

師◆往問罪而命太尉司冠二公給諸」

先　　　　　　　　　　　　　　」

無窮敢系之◆銘日」

以　」

田Ⅱコロ　　コロロロ　　ロロロロ　　ロロロ田　　口□□□　　ロロロロ　　ロ臼ロロ」

沐風音遁　　不返隻給　　淀征忙湯　　制勝如神　　繍帽名召蛮　　勇冠三軍　　仁聾先路」

□□[][]　[コロロロ　　ロロロロ

正茹重紳　　吃如大鼎　　定策元勲

ロ[]ロに　　ロロエロ

貫該無道　　簾　邊民

ロロロロ　　ロロロロ」

罪悪貫盈　　干天腹閏」

ロロロロ　　ロロロコ　　ロロロロ

新建前堂　　敬遠惑文　　歳時展敬

ロロ⊂l□　　□□□□

光賃郷扮　　移孝而忠

ロロロロ　　ロロロロ」

始終持循　　知無不惑」

ロロロコ　　ロロ田口　　田口ロロ

子孫戌辞　　典國匹休　_認馬首彬

ロロロロ　　ロロコ□

太尉之功　　口碑知新

□ロロロ　　ロロコロ」

凡百有位　　転此堅宏」

△△△△△車都△△玩夢筍△△△△御前左法度緩作局大上僚珪玩天緑刻」

火　　　　　　　」
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<鄭公旦碑文>

贈好部公郵公之碑」

」

大越圀贈紆郡公郭公神道碑」

公姓鄭諺旦字克明青草永寧人也父詩可雷」

太祖皇帝創業之時結髪従戎戦野攻城居多勢助天下平定授」

太祖」

太宗皇帝種隆内外念篤忠勤」

太宗皇帝東巡捗方干外親承顧命輔立」

仁皇官授太尉平章革國重事太監内外詣役躾國奉公重心靖力完投之後贈推忠賀治揚武靖難功臣太⇒

未受封爵公以　紹平四年丁巳七月辛亥生　光頗元年」

聖宗皇帝中興大業以公開國勲葱之子且有學問詰達之資擢自指揮副使超尚書省右司同知南道軍民⇒

又授宣慰債権工部左侍郎　光順九年急呈光等皮質治承宣使司承宣便同承熱賛治平」

洪徳三年匪工部左侍郎義行大夫未幾除烏山南等皮質治承宣使司承宣使是年十一月宣光守臣⇒

上命延河伯黎希葛等烏征蛍格軍以公爵貿理軍務領兵討平之後又翁工部左侍郎数年拝負工部尚書⇒

大駕征老樋廟升規堂□翁六格軍曹分六道並進以都督黎廷彦為銀虜格軍公爵之副従玉麻道進攻老⇒

□黎廷彦軍駐干下流賊格率未来攻公乃従上流放其所獲軍□沿江而下賊徒見之自相驚潰南軍⇒

大振所向無前差崖下玩廷傑等齋捧捷書奏干　御昔時」

大駕至茶麟府祁山原諸費未開蟹息銀虜捷書先王」

天顔喜色大草敵軍□降聖書特加褒奨公及廷彦遡大江而上攻破各胴賊徒斬絨二千鎗級停虜不可勝⇒

卿仇兵部尚書　洪徳十三年又安邊臣風聞老拉國人欲園報復口以上悶」

上命公烏都督同知階昭毅格軍欽差総銘文安等庭軍務居一年軍政脩明邊垂寧護召還再竹前兵部尚∋

宜陸遥拝鳥崇進宣禄大夫正治卿賞通資四敵兵部尚書如故時国家無事故簡刑清」

上以公田於勲蓄之家践揚中外之任諸達教典積累努能在廷之臣無出其右乃進封翁定功伯階特進金⇒

命同平涼侯黎志審恕天下獄訟之事夫國家重事在兵輿刑非公正通達之大臣不可委任公職司兵∋

見至朝廷大小政事莫不絢諮任用人才莫不敬訪」

君上隆其躾貌庶僚仰其典刑日食昔時賢佐也堕夫」

聖宗皇帝賓天」

今上皇帝嗣服議定遼制輔弼新政公之規壷居多以是進封定公僕恩賞尤隆倍注尤鴬國之柱石朝之者⇒

旬公感寒熱病」

上屏命中官就第存間及差督官診治然病勢往来殊非全数九月十六日甲寅畏時年六十一也訃削

上深痛惜烏之環朝腸慰鎮十八萬護送葬儀物件成備贈紆郡公益恭亮要還之日命官諭祭飾終之⇒

以後戟籍九先世有勲努於国家着後嗣子孫牢能循遠義之閑率皆烏藷後之習若夫公則不然少而⇒

不敢珠放虔巳接物各得其宜事上放下成壷井道尤能警防諸弟訓話諸子故公之家風愈□而愈振⇒

盃之郷長子戸部尚書敬眞欽公之行状詩作碑銘愚辟不獲略述梗概紋而銘之便後之人歳時上着∋

著在国史男女兄弟存於家譜詳且傭兵玄不復贅銘日」
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尉上柱國烈郭公嫡母段氏贈烈郡夫人生母斐氏」

簿籍階上騎尉又歴武職同知副管領同総知等官」

飛報境外山蟹侵擾此都」

又韓兵部尚書　洪徳十年」

描下流初破殊線開径至局蒙地公輿廷彦分兵攻」

爽撃斬誠甚多沈江流而没者不可勝計自此軍啓」

計師還之時腸賞功銀牌三両隆光建大夫勲正治」

書勲階如故時朝廷以公久居兵部勲庸堪紀品秩」

紫桑禄大夫勲上柱國通資上制兵部尚書如故特」

部殆二十年審藍刑獄僅十鎗載委任之隆於此可」

口藻有所望不園人事難心救難逃是年六月中」

謹甚隆厚也鳴呼古人有言世禄之家鮮克由痘是」

學開削詩書之調不敢怠蓬長而仕定則歳規之言」

愈久而愈光也　長年十二月十七日庁葬干永寧金」

得以仰之道途経過者成知武之若公之徳行功」
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聖祖天啓

克承先志

出持節銭

門口愈盛

蛇年甫屈

ト宅千五

千齢突フt

大尉雲従

益振家風

威振遇戎

操履愈恭

氷稼[コ逢

傲侃深蔵

百世昭彰

彼堅執鋭

翁子止孝

入司鼎立

満盈是戒

下孤人望

公之開望

_山河常礪

徳協心同

名臣重忠

治佐時薙

謙抑是崇

上珍淵哀

播在巌廊

同其久長」

弼戌青菜

文階武秩

朝推硯輔

先帝上賓

恩致金石

公之勲烈

多頼駁功

禄厚官等

國仰宗土

痛手包遺弓

謹厚飾終

紀子旋常

席登台揆　=さ

星辰詰履=さ

女侍朱邸　=)

嗣皇践陣　=>

即遠有期　=ラ

柳倍文墨　=さ

大越洪徳二十八年歳次丁巳十二月十七日光建大夫翰林院承旨東園大學士兼國子監祭酒正治卿申⇒
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叩侃侯封

兵甲蔵胃

男尚華桟

功茂琴龍

返乎故郷

病教科揚

仁忠撰」

篤生令嗣

廟堂貸室

伯仲孫姪

古今勲園

永寧之甚

勒諸堅放

日恭亮公」

樽盤折衝」

布列外中」

鮮克追踪」

水秀山光」

掲諸玄堂」

(広島大学大学院文学研究科助教授)




